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新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

国保

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　
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簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
を
、
郵
便
局
の
「
簡
易

書
留
」
と
い
う
方
法
で
３
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。「
簡
易
書
留
」
と
は
、
郵
便
局

員
か
ら
手
渡
し
で
配
達
さ
れ
る
郵
便
で
、

受
け
取
り
時
に
受
領
印
が
必
要
で
す
。

留
守
な
ど
の
場
合
は「
再
配
達
」か「
直

接
、
熊
本
北
郵
便
局
で
受
け
取
り
」
を

　

配
達
時
に
留
守
の
場
合
に
は
、
熊
本
北

郵
便
局
か
ら
「
ご
不
在
連
絡
通
知
書
」
が

ポ
ス
ト
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

通
知
書
に
従
い
、
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

❶
再
配
達
の
希
望
日
を
熊
本
北
郵
便
局
に

連
絡
す
る
。

❷
熊
本
北
郵
便
局
の
窓
口
で
直
接
保
険
証

を
受
け
取
る（
不
在
連
絡
通
知
書
、
身

分
証
明
書
、
印
か
ん
が
必
要
）。

※

た
だ
し
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間

を
過
ぎ
る
と
役
場
に
返
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
・
保
険
課
に
直
接
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
案
内
を
同
封
し
ま
す

　

人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
す
る
人
は
、
４
月

５
日（
金
）ま
で
に
、
申
請
書
を
健
康
・
保

険
課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

❶
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯

に
は
、
保
険
証
の
交
付
と
納
税
相
談
に

つ
い
て
の
通
知
を
別
途
お
送
り
し
ま
す
。

❷
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
各
自

で
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す

退
職
や
就
職
を
し
た
場
合
は

国保

問 【
保
険
証
】健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　
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【
保
険
税
】税
務
課　

住
民
税
係　
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退
職
や
就
職
で
、
会
社
の
健
康
保
険
な

ど
を
辞
め
た
と
き
、
ま
た
新
た
に
加
入
し

た
と
き
は
、
自
分
で
保
険
証
の
切
り
替
え

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
た（
す
ぐ

に
再
就
職
を
し
な
い
）場
合
の
手
続
き

❶※

社
会
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
を
す
る

　

保
険
者
が
定
め
た
申
請
期
限
内
に
加
入

し
て
い
た
健
康
保
険
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

❷
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
日
か
ら
14
日
以
内
に
健
康
・
保
険

課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
に
必
要

な
も
の

•
退
職
し
た
会
社
な
ど
か
ら
の
「
健
康
保

険
等
資
格
喪
失
証
明
書
」

•
印
か
ん

•
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
「
年
金

証
書
」（
年
金
手
帳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
加
入
時
の
注
意
点

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、
前
の
社

会
保
険
な
ど
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
で
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
税
金
も
資
格
の
喪
失

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

早
め
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

社
会
保
険
や
共
済
組
合
の
健
康
保
険
の
加

入
期
間
が
、
退
職
し
た
日
ま
で
継
続
し
て

一
定
以
上
で
あ
れ
ば
、
２
年
間
継
続
で
き

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
加
入
期
間
や
申
請

期
限
、
保
険
料
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ご

加
入
の
社
会
保
険
な
ど
の
保
険
者
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

新
し
く
就
職
を
し
て
、会
社
か
ら
健
康
保

険
証
の
交
付
を
受
け
た
場
合
の
手
続
き

❶
国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る

　

健
康
・
保
険
課
ま
た
は
武
蔵
ヶ
丘
支
所

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る
手
続
き
に

必
要
な
も
の

•
国
民
健
康
保
険
証（
離
脱
す
る
人
の
分
）

•
新
た
に
交
付
を
受
け
た
「
健
康
保
険
証

（
全
員
分
）」

•
印
か
ん

■
離
脱
時
の
注
意
点

　

国
民
健
康
保
険
を
離
脱
す
る
と
き
は
、

必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、
二
重

払
い
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲今年の保険証は緑色です

菊陽町男女共同参画
社会推進懇話会委員

小田　英喜さん

　

私
が
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

懇
話
会
委
員
に
な
り
、
４
期
８
年
目
に
な

り
ま
す
。
私
も
以
前
は
、
会
社
人
間
で
仕

事
仕
事
と
、
帰
り
は
早
く
て
夜
８
時
過
ぎ

の
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

３
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
た
ま
に

早
く
帰
宅
し
た
時
、
乳
児
に
ミ
ル
ク
を
飲

ま
せ
、
ゲ
ッ
プ
を
出
さ
せ
、
オ
ム
ツ（
昔

は
布
の
オ
シ
メ
）を
替
え
た
り
、
抱
っ
こ

し
て
あ
や
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
い
か
に

大
変
で
あ
っ
た
か
を
体
験
し
て
、
食
事
の

後
片
付
け
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
私
が

食
器
を
洗
い
、
妻
が
ふ
き
、
収
納
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
上
の
子
ど
も
が
小
学

校
高
学
年
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
、

週
１
回
は
妻
を
休
養
さ
せ
る
た
め
、
食
事

の
後
片
付
け
を
提
案
し
て
手
伝
わ
せ
て
い

ま
し
た
。「
今
日
は
誰
が
洗
う
か
」
と
子

ど
も
た
ち
で
話
し
合
っ
て
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

以
前
の
私
は
、
家
族
の
人
権
を
認
め
て

な
く
わ
が
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
は
、
ま
ず

は
家
庭
か
ら
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

て
認
め
、
思
い
や
り
、
支
え
合
い
、
助
け

合
っ
て
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝

の
言
葉
が
出
て
く
る
明
る
い
家
庭
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
、
共
に
思
い
や
り
、
支
え
合

う
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
イ
ジ
メ
」
な
ど
の
問
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
社
会
全

体
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解
を

深
め
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
え
合
い　

と
も
に
歩
む　

幸
せ
の
み
ち

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

男女

共同

　　　　　　有効期限　平成○○年○○月○○日
記号番号　　菊陽○○○○○○
氏　　名　　国保　太郎
生年月日　　平成○○年○○月○○日　性別　男
資格取得日　平成○○年○○月○○日
交付年月日　平成○○年○○月○○日
世帯主氏名　国保　一郎
住　　所　　熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2800番地

■日時　３月24日（日）　午前９時～午後４時
■場所　菊陽町有林（大津町瀬田裏）
※菊陽町役場に集合してバスで出発します。
■内容　徒歩で現地へ行き、植林活動を行う。
　　　　昼食はおにぎりと豚汁を準備します。
■対象者　菊陽町民で森林に興味がある人など
■定員　50人程度
■参加費　無料
■申込方法　住所、氏名、連絡先を記入し、
ファックスかメールでお申し込みください。
■申込期限　３月15日（金）
■問い合わせ　農政課
　☎（232）4916　FAX（232）5612
　E-mail：nosei@town.kikuyo.lg.jp

菊陽町有林でヒノキの植林をして、
あなたも菊陽町の財産の担い手になってみませんか

菊陽町有林で、山登りで森林浴を楽しみつつ、植林活動をやってみませんか。
水源涵養をはじめ多面的な機能を持つ森林。皆さんは菊陽町の町有林が大津町にあるのをご存じです
か。今年夏に完成予定の菊陽中部小学校にも、先人が植林した町有林のヒノキが使われています。今
回は小学校のために使った分を植えて、後世に引き継ぐことを目的に植林を行います。森林浴をした
い人、森林の営みに興味がある人などぜひご参加ください。イベント保険には町で加入します。

かんよう

大津町 テクノ
フレックス

339

208
大津町
運動公園

阿蘇大津
ゴルフクラブ

植林活動予定地

▲Ａ地点までバスで行き、山の入口からは徒歩で移動（約３km）

Ａ


